
 

 

 

 

 

 

 
 

～温室効果ガスを減らすお買い物に取り組んでみませんか～ 
 
農林水産省は、「みどりの食料システム戦略」に基づき、環境にやさしい

持続的な消費の拡大を目指しています。 

温室効果ガスを削減して生産された米、トマト、キュウリを実証販売し

ている店舗が、増えてきています。 

 
 
 

 

温室効果ガス削減の「見える化」ラベル 実証店舗累計 100か所達成！！ 

【１．温室効果ガス削減「見える化」実証について】 

持続可能な食料システムを構築するためには、脱炭素化等の環境配慮の取組を推進するとともに、その取

組を可視化し、気候変動対策への資金循環や持続可能な消費行動を促すことが重要です。 

農林水産省では、「みどりの食料システム戦略」に位置づけた持続可能な消費を推進する取組のひとつと

して、温室効果ガス削減を分かりやすく情報発信し、消費者が地球環境に良い農産物を選択できるよう令和

4年 9月から、店頭で温室効果ガスの削減率を星の数で表示する「見える化」を進めております。 

 このたび、この取組により参加店舗が累計 100か所を超えました。 

 温室効果ガス削減の詳細と「見える化」実証の最新の開催場所は、農林水産省ホームページにて随時更新

します。 

【２．今後の取組】 

「見える化」実証は今後、以下の品目に対象を拡大します。 

ナス、ほうれん草、白菜、白ネギ、タマネギ、キャベツ、レタス、大根、にんじん、アスパラガス、ミニ 

トマトなどの野菜類や、リンゴ、みかん、ぶどう、日本なし、もも、いちごなどの果実類のほか、ばれいし

ょ、かんしょ、茶（合計 20品目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

※詳細は、農林水産省のホームページをご覧下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html 
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地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 



 

 

 

関東農政局埼玉県拠点は、「農林水産業・地域の活力創造プラン」や新たな「食料・農業・農

村基本計画」に基づく農政改革を推進するための、農政全般に関する総合窓口です。令和５年度

の地方参事官室職員をご紹介します。 

 

 

 
関東農政局埼玉県拠点令和５年度の地区担当者をご紹介！ 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  

〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/       
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（埼玉県担当） 

【東部地区担当】 

【中部地区担当】 

【北部地区担当】 

＜新任のご挨拶＞ 

○令和 5年 4月 1日付けで地方参事官（埼玉県担当）を拝命しまし

た筒浦 良昌（つつうら よしまさ）と申します。 

○私ども関東農政局埼玉県拠点は、農業者の方を始め、関係機関・

団体の皆様にお会いし、各種事業や施策の情報を提供するととも

に、ご意見・ご要望を伺って参りました。これからも、皆様方との

信頼関係の構築に努力し、生の声をくみ上げ、各種施策に活かせる

よう奮闘して参ります。 

 


